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問
題
の
解
決
方
法
^

し
て
國
際
的
後
民
事
業
が
大
な
る
重
要
性
を
持
ち
得
な
い
こ
：と
を
明
.が
に
し
た
點 

ゆ̂
—

の
慣
値
を
先
づ
認
め
ね
ぱ
&
ら
ね
が
兮
同
時
に
或
る
程
废
ま
で
へ
各
國
內
记
於
け
る
今
後
の
經
濟
的
發
展
の
遨
礎
を
示
す
も
の
フ 

と
し
て.
も
、.
本
瞽
0

價
値
を
認
め
る
：こ
：と
：が
出
來
や
ぅ

0
/
然
じ
乍.
ら
他
方̂

於
い
re

本
書
は
>
ん
獨
逸
^

^

太

利

^
^
け

る

國

內

移

民

事 

業
を
，取

扱

つ

て
：：

居

な

い;0
し
か
も
國
際
的
移
怯
が
.
著
し.
く
制
限
さ
れ
、
へ
.

た
國
內
邊
境
地
，

«

の'武
裝
が@

て
は
':
:

>
國
€:
移
住
が
よ
り
一
蜃
緊
|0

な
場
合
が
あ
る
。
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；
.
ま
；
た

本

臀

は

各

國

の

A.
P

收
容
力
を
考
究
ず^

に
當
办
、
主
と
し
.
て
自_

#
 

件
及
び
現
在
.
の.
技
術
を
前
提
と:1,
、.
政
治
的•
經
濟
的
障
碍
玄
無
視
し
.
た
0:
で
：あ
：る
が
、
こ
：れ
は
她
理
學
的
硏
究
の
：性
質
上

._
や
む
を
得. 

■.
な
い\?
將
來.
©
技
術
が
如
佝
に
：變
化
'す
务
か
、

(

”
政
治
上.
及
び
經
嫌
上
に
如
何
な
る
變
化
が
起
こ
：る
か
：
而
し
て
そ
れ
等
が
移
民
&
如
何 

な
名
關
聯
を

特
：：

つ
か
等
：の
問
題
は
，
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他

の

學

問
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分
野
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り
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：

.
:

近

年

我

國

に

於

て

も

貿

易

理

論

の

研

究

が

漸

次

盛

ん

に

な

り

つ

：
、

あ

る

。
.
貿

易

現

象

の

實

證

的

分

析

.に

比

し

そ

の

理

論

的

硏

究

が

辞
 

常

に

遲

滯

せ

，
る

今

0
誠

に

慶

賀

す
.
べ
き
事
で
あ
る
。
殊
に
そ
れ
等
硏
究.
が

主

と

し
：：

て

少

壯

擧

徒

の

手

に

依

つ

て

I

れ
、
そ

の

發

智 

將
來
f

る
事
を
考
へ
i

、
_

t

き

限
り
で
，I

。
庭

に

紹

介

.せ

ん

参

る

「

質

易

議

の
硏

究

が

^

多
の
論
作
を
發
表
さ
れ
、
|

<

1

バ
ラi

g

際
貿
易
論』

飜
響
岡
倉
伯
士
氏
と
共
に
列
行
さ
れ
裏
究
の
人

.
でt
o

ナ
:■

:

I

は
先
づI

理
論S

提
I

S

I

め
ら
れ
てl

i

l

論
の
：麗
 

め
と
如
何
な
る
點
：に
於

.
て
異I

を

議

ず

暴

に」

依
つ
で>

,

質
I

論

が

獨

立

の

分

野

を

持
I

殊
理

■

パ

q

。
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l
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の
i

i
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而
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i

1

に
關
す
る
甚
本
か
問
題
で
あ
ぶ
ら
し
て
、

I

が
本
書
のI

と

.

し
て
霸
に
論
及
さ
れ
て
ゐ
る
事
麄
宜
の
處

f

t

と
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ユ

ほ

る
-

其
處
で
爵
の
组
上
贮
の
'
せ
ら
れ
て
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る
見
解
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ヶ.
ァ
ン
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等

宙

典
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論

者
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勞
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.

.

移
動
性
と
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際
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動
性
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區
別
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；
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れ
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質的な警溝て羡事

I.
め
I
 

i

l
幣
S

I

I

I
げて：
之

.
摩徽隹ゐる

0
:

結
I
者の
.
生
#

S
は、
，

す

I
説
真 

論ずる

I

つては妥
當性を有
する

f

置

し
な
い
が
、本質勺

I

也
^

^

、
1

|
何れ

4
1.

|
現魯

- 

的不均等

1
X
1

1
前提之夢

I

ふ
。

S
I
靡件

S
內的均等
と國際

■

關

漏

：

生

r

I

く事が出

f
 

てそれ

“
 

は々唐條件の意
義に關して著
者からそれ以
上

I
明

，.
.

さ
て
本
論
第
十
：編
質
易
理
論
め
內
界を

：#

す
も
の
は 
> 
比
較
坐
淹
費
說
、>.國
際
债
値
論
並
び
に
資
本
篇
の
近
代
理
論
で
あ 

1.1

者
は
貿
易
學
說
史
上
我

.々b
.

持
つ
：最
初
0
理
論
體
系
を
な
：す
古
典.
學
派
理
論
の
根
幹
を
梢
成
す
る
4

の
：で
あ
り
、
そ
れ
に
對
す
る
賛 

否
何
れ
を
問
戍
*

貿
易
现
論
を
劳
究
せ.
ん
と
す
る
も
の
ハ
は
先
づ
そ
れ
に
對
し
て
必
ず
何
等
か
の
懈
釋
を
卞
さ
な
け
れ
ば
知
ら
な
い
:0
本 

書
に
於
て
は
比
較
坐
產
費
說
此
關
し
て
は
出
古
典
學
派
と
1 ;
て
：
リ

ヵ

で

ド

.
、(2
)
新
两
典
學
派
^
し
て.
タ
ゥ
：シ
：マ
グ
、
ダ
ぞ
^

代
现
論
^

し
て
オ
丨
^;
3/
,'
:
ハ
ー
バ
ニ
フ

1
を.

又

國

際

價

値

論

，.に

關

.̂
て
は
、
(1
)

进
典
學
派
と
し
て
ミ
ル
、g

新
^
典
學
派
と
し
て
：マ 

4:
シ
ャ
ル
、？H

ジ
、チ
ゥ.
ゥ
ー.
ス
、
ヴ
T

ィ

ナ

ー

、
..
:

(3
)

近
げ
理
論
と
し
て
パ
ロ
;1

ネ
、
オ
1
;̂
ン.
等
を
擧
げ
：て
、̂

0

學
說
史
的
發
展
を
說
明 

し
て
，ゐ

る
,°
之
等
諸
學
派
の.
區
ダ
は
通
說
で.

f,

鍵

：そ
の
代
表
$

'L
>:
X
擧
げ
ち
れ
た
者
*

亦
大
體
、に 

比
較
坐
產
議
を_

し
て
之
を
勞
働
價
値
思
想
に
依
つ
て
馨
付
け
ん
と
す
る
？

哀

學

派

と

し

、
そQ

欠

陷

赢

め

つ

、
然

も 

句
#

か
V
因
果
的
價
値
思
想.
に
：侬
ね
比
較
生
產
費.
說
の
改
修
を
試
#

ん

: i
す.
る
者
を
新
宙
典
派
と
し
、
：
.
M
に
因
艰
的
價
値
恕
想
の
放
棄 

^

相
對
的
均
衡
思
想
に.
侬
る
新
理
論.
の
建
設
を
企
圖
す
ス
背
を
近
代
理
論
み
看
做
し.
て.
ゐ
る
。
著
容
も
亦
之
と
同
綠
0.

見

解

金

^
.
ら

れ 

尤
ゐ
る
や
ぅ
で
あ
る
0,
.

筆
者
は
且
^

て
資
易
现
論
の
發
放
と
賛
易
政
策
原
趣
^

本.
誌
第
三
平
卷
第
十
號
}
な
：る.
1.
女
を
#

汜
て
次
0
如 

A

結
論
し
た
事
が
あ
る
、n
古
典
學
派
貿
易
理
論
I

國
際
價
格
理
論
は
そ
の
學
說
史
的
發
展
過
程
に
於
て
'

容

觀

的

價

値

と

生

.觀

的

價

値
 

と
考
ぶ
£ :
つ
の
姿
に
於
け
る
因
祺
的
價
値
思
想
に
依
々
て
猓
礎
付
け
^
れ
た
事

をQ
、

儐
値
思
想
か
ら
し
て̂

般
的
政
策
判
斷
の
基
準
を
與
.
べ

.;
/
^

出̂
質
易
主
義
の_

據
と
1>
て
意
義
を
有1 .
^

屈
/2
0":
併
ル,

ぢ
：國
際 

、價
褚
现
論
：<0
;
發
展
^ :
向
妨
、;.
:-
均
衡
：思
想
べ̂

接

近

で

あ
.0
;
、v-
か 
>
 る
因
掩
的«

他
思
想
ょ
け
の
離
脫
：で
あ̂
た

':
;.0

か

々

て

姐

代

的

貿

易
 

理
論
の
到
達
し
た
立
場
は
純
粹
な
均̂
思
想
で
あ
つ
て̂

办
內
容
诚
蹲
に
與
へ̂

れ
た
國
際
慣
格
ー
形
成
の
麗
衰̂

松
井
淸
著「

質
易
理
論
の
研
究
し.
V 
. 
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松
井
淸
箸

「

質
易
理
論
の
硏
究
し
 

.】

三
山
、

c
r
J山、
ノ

に
依
0
て
癒
的
に
分
析
す
る
事
.
で
|

。
若
し
質I

論
の
內
落
が
斯
く
の
如f,

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
-
貿
易
政
策
の
方
向
をA 

t
す
る一 ,-

般
的
原
理
と
レ
て
の
意
義
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

OJ(

一
 

1
3頁)

とo.
斯
か
る’昆
解
も
亦
本
書
に
於
て
採
ら
れ
、
0 

本
的
問
題
に
關
し
て
筆
者
は
全
く
同
感

..で
あ
る.
。.
日
く
、

「

古
農
や
新
產
派
が
比
較
_

說
に
於
け
る
政
策
的
使
命
と
•理
論
的
使
命 

と
の
合.I
を.
中
：張
す
名
に
對
し
、
近
代
理
論
は
こ
の
：說
に
單
に
理
論
的
使
命
を
與
へ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

‘る
,:
0(

ニ
六
頁〕

、「

本 

章
に
於
け
る
課
題
は
前
章
<0
課
題
め
補
充
と
し
て
、
國
際
領
値
論
，は
先
づ
古
典
派
：虻
於
遍
め
て
實
踐
的
な
性
格
を
汉
て
現
ま
れ
た

*'
:°
" 

新
古
典
派:■
%

古
典
派
は
若
言
相
違
を
持
つ
て

.
ゐ.
る
が
？
、而
も
_

貿
易
利
益
分
_

指

て

Q
:

貿
易
條
件
を
重
視
し
て
ゐ
る

一
 

點
摩
は
灌
派■

儒.
で
あ
■

蒸

產

近

代

趣

論

袅

て

ほ

貿

蠢

仲

鑫

莩

玄

り
^
^

赢

視

さ

れ

■

際

價

値

論

は

麗

間

蓉

け

德

品

S

比

囊

唐

機_

■
明
ず'ベ
：I

論
的
使
命
を
有
す
る
に
靈
な
ぐ
な 

.
項
.
t
d
c 
九
九 
w)

r

 ̂

へ：：；

1

.

入

'
ノ
たi

者
め
：見
解I

す
れ
せ
：

)
容
觀
的
價
値
忽
想
たI

典
派
理
論t

、.
.
均
衡
最
た
篇
近
代
理
離 

>
デ
ゥ
ヮ
丨
メ
：：
.
マ
：I,

ャ
ル
等
が
.基

た
事
に
著
者
が
論
及
さ
れ
た
な
ら
ば

-
:'
ー
.
層
そ.
の
売
壁
を
期
ず
事
が
出
來
た
0
|,

は
な
い
.か
<?-
愚
考
す
る0 

.

本
論
た
名
質
易
现
論*:
0
最
後
ぼ
資
本
移
動
の&
代
现
論
に
當
そ
ら
れ
て
ゐ
务
^̂ 

. 

及
貿
易
理
論
成̂
の
根
本
的
前
提
設
定
：：の
爲
め
馨
認
さ
れ
た
所
で
あ
る
が

、-
近
代
：謡
に
炎
つ

(

て
は
：寧
ろ
進
ん
で
之
が
採
り
土
け
ら 

れ
て
ゐ
名0
裏
々
^
其
處
に
兩
理
論0'
間
汚
歷
史
的
货
景
並
び
盎
論
1

の
明
瞭
な
區
別
を
見
出
し
得
る
の
で
ぁ

-3
‘
本
書
は
由 

と
し
、て
彳
ザ
1
^
^
シ

め

著

書

：

「

國

雲

本

移

動

：の
：
理
論
ち
に
俅
っ

.
て
論^
ら
れ
セ
ゐ.
る
が^̂
^̂
^̂

C

筆
者
は
簡
單
に
書
評
を
試
み
た

.
事
が
あ
る
々
本
誌
第
三
十
卷
第
十
ニ
號

「
國
際
資
本
移
動
の
問
題

」

づ..
：又
近
代
理
論2>
.#
質
を
^
11
か

ら
理
解
ず
る
意
味
に
於
^
-

識
者
を
稗
益
す
糾
所
少
ぐ
な
い
と
傲
ず
る
。
..
.。

？.
 

-  

"-.
V:
:

- 
V

:

;「  
.

「
‘

-•
'
第
一
‘編
貿
易
理
論
に
次
い
で
第' :
編
は
貿
易
の
貨
幣
理
論
で
あ
.
る
。
古
典
學
派
理
論
の
特
色
の
一
つ
が
一
糧
の
物
々
交
換
論
で
あ
る 

事
は
、：.そ
の
理
論
的
性
格
か
ら
し
て
當
然
の
事
で
：あ
り
、

..
從
つ
て.
其
處
で..
採
ら
.れ
る
貨
擗
理
論
の
吟
味
は
特
に
重
要
性
を
有
す
る
も
の 

で.
あ
る
。
_
'宙
典
學
派€

理
論
仪
內
在
的
枇
判、' 
並
汉
に
如
何
にb:
p.
近
代
理
論
ベ# :
行
す
る
：か
等
に
關
し
て
は> 
彼
等
の
貨
幣
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